
 

 

１．住民による小地域福祉活動にとっての 

拠点の意義 

 

住民による小地域福祉活動は、人々の関係形

成・維持を図ることや孤立を予防するなど、住民

の生活に身近だからこそできる活動としての意

義がある。 

そんな活動において、地区社協の拠点が持つ意

義には次の３つがある。第一には、地区社協の身

近な窓口であり、目に見える存在である“シンボ

ル”としての意義である。第二には、会議、相談、

ボランティアバンクなどを行う会場として活用

される“活動推進の場”としての意義である。第

三には、役員が事業の内容や運営を協議したり、

住民が自由に意見交換や人間関係形成を行う“コ

ミュニケーションの場”としての意義である。 

 

 

２．広島市域の地区社協の拠点の設置状況 

の特徴 

 

広島市域の地区社協の拠点設置状況からは、地

区社協の拠点のいくつかの特徴がみられる。まず、

拠点の設置率は７６．８％に達しており、４分の

３以上の地区社協で設置されている。そして、こ

れらは集会所やいこいの家などの市の公共施設

に設置されていることが多く、なかには市と指定

管理契約を行うところもあり、地区社協の持つ公

共性が再認識できる。 

一方、拠点の運営体制を見ると、駐在者は半数

が輪番であり、手当がないものが４分の３を超え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ており、広く住民がボランティアとして参加する

なかで行われていることが多い。拠点維持にかか 

る経費は、場所の借上げや水光熱費などが免除さ

れているところが半数以上あるとはいえ、少額な

がらも年間の維持経費が必要であり、市社協から

の助成金だけでは不足する地区が大半となって

おり、地区が独自に何らかの経費負担にかかる資

金を捻出することが行われている。 

 

 

３．広島市域での地区社協の拠点の事例か 

ら見られる特徴 

  

今回、紹介されている地区社協の拠点としての

活動事例をみると、いくつかの特徴がみられる。 

 

（１）どのような場所なのか 

 

 まず、拠点は地区社協のシンボルとしての意味

を持っていることである。拠点では、頻繁に人が

来たり、電話があるわけではない。でも、「行っ

たときに閉まっていてダメだったら、そのあとの

つながりが全然違う（安北学区）」ことや、「いざ

というときに思い出して安心感がある（大河地

区）」、「電話をかけた時、常時、人がいる（伴学

区）」場所として、地域の人々の拠り所となって

いるのである。 

 また、拠点では日常的に役員や活動者が出入り

し、その際のちょっとしたコミュニケーションか

ら必要な情報を共有したり（「情報を持ちより、

方向性を決めて発信する場（狩留家地区）」）、役
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員や活動者の思いの分かち合いの場所（「ここな

らみんなが気負わずに話ができる（上温品地区）」）

として機能している。さらに、専門職や他団体と

の連携を行う場所（「公民館でコミュニティ推進

協議会と一緒に拠点を設けるメリットがある（河

内地区）」、「事務スペースが情報共有の拠点（船

越地区）」）としても機能を果たしている。 

 拠点設置の目的のひとつには、事務的な業務を

役員の個人的な場所で行うことから解放するこ

とが考えられていたが、むしろ役員や事務局の協

議や打ち合わせの場所としての役割（「役員に気

軽に来てもらえる我々の城（安北学区）」）が大き

く、事務作業は家の方が効率がいいとの声もある

（古田学区）。 

 場所の確保についても、様々な工夫がみられる。

拠点が集会所や公民館など公共的な施設が多い

なか、個人や会社の厚意により場所を借用してい

る地区もあり（神崎学区・古田学区など）、この

ような場所の提供が地区内の民間資源の社会貢

献の機会となっている。また、市からの指定管理

を受けている地区もあり（伴学区・佐伯区観音）、

常時開設することで住民交流が広がるメリット

が感じられるとともに、拠点費用の捻出方策とし

ての可能性が模索されている。 

 

（２）拠点を支える地域人材 

 

 このような拠点を機能させるには、そこで活動

する人材の配置が重要である。地域の住民活動者

の確保が困難と言われているなかで、役員やボラ

ンティアが当番制で交代しながら担っているこ

とが多い。当番制は、より多くの住民ができる範

囲で地区社協運営に関わる機会や住民間の交流

を促進する機会（「当番をするなかでボランティ

ア同士が仲良くなることもある（大河地区）」）と

して重要である。 

 一方、常駐者を設置しているところは、いつも

の知った人が窓口にいることで訪れる人に安心

感を与え（「どんな人がいるのか分からないと気

軽に行きにくい（安学区）」）、専門職的な相談窓

口の役割を果たしているところもある（「拠点が

『ミニ役』的存在として機能している（船越地

区）」）。このような常勤者の確保は苦労するとこ

ろだが、子育て世代の母親の空き時間に上手くあ

わせることで人材を確保する工夫もある（安学

区）。 

 

４．地区社協の拠点の今後の展望 

 

拠点は地区社協に携わる役員や活動者だけで

なく、広く住民にとっての小地域福祉活動の拠り

所となっている。拠点があることで、住民間の交

流が豊かになり、コミュニケーションが多様に図

られるのである。 

地区社協は、すそ野広く住民が参加できる拠点

運営方法を工夫し、活用しやすいアイデアを考え、

広く住民の人間関係形成を促進できる拠点とし

ての運営方法について一層の検討を進めること

が求められる。 

今後は住民の個別的な支援にも今まで以上に

住民活動が関わることが考えられる。地区社協の

拠点が、住民交流の要となり、生活課題を抱える

住民の頼りになる身近な窓口として発展するよ

う期待される。 
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★ 広島市社協で平成２６・２７年度に設置し

た「小地域福祉活動の推進について検討する問

題別委員会」（地域福祉総合企画委員会問題別

委員会）の委員長に就任していただきました。 

 


